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イ
ベ
ン
ト

I N F O R M A T I O N

　

原
村
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

で
は
、毎
月
1
回「
ス
ポ
ー
ツ
吹

矢
教
室
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

事
前
の
申
込
み
や
持
ち
物
は
、不

要
で
す
。

日
時
●
７
月
15
日
月

　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
9
時

場
所
●
社
会
体
育
館　

　
　

 

第
２
武
道
場
（
柔
道
場
）

　

第
20
回
原
村
よ
い
し
ょ
ま
つ
り

を
開
催
し
ま
す
。原
村
の
一
大
イ

ベ
ン
ト「
原
村
よ
い
し
ょ
ま
つ
り
」

で
、楽
し
い
ひ
と
時
を
み
ん
な
で

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
日
●
８
月
17
日
土

会
場
●
原
小
学
校
校
庭

　

諏
訪
中
央
病
院
看
護
専
門
学

校
で
は「
健
康
促
進
」を
テ
ー
マ

に
、諏
訪
看
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
会
や
看
護
体
験
コ
ー

ナ
ー
、模
擬
店
、バ
ザ
ー
、ス
テ
ー

ジ
発
表
等
を
行
い
ま
す
。

日
時
●
７
月
28
日
日

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

場
所
●
諏
訪
中
央
病
院
看
護
専

門
学
校（
茅
野
市
）

　

今
年
も
、八
ヶ
岳
原
村
高
原
朝

市
を
開
催
し
ま
す
。村
内
の
採
れ

た
て
の
高
原
野
菜
や
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
、花
、パ
ン
、コ
ー
ヒ
ー
、手
作

り
食
品
、ク
ラ
フ
ト
作
品
な
ど
を

販
売
し
ま
す
。

開
催
期
間
●
７
月
20
日
土
〜
８

月
31
日
土
ま
で
毎
日
、及
び
9
月

の
土
・
日
曜
日
と
祝
日

開
催
時
間
●

 

午
前
６
時
30
分
〜
午
前
８
時
位

場
所
●
原
村
ペ
ン
シ
ョ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
朝
市
広
場（
八
ヶ
岳
美
術
館

前
）

　

茅
野
市
出
身
の
気
鋭
の
写

真
家
・
小
林
紀
晴
の
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
。
諏
訪
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
様
ざ
ま
な
祭
り
の
場

面
を
撮
っ
た
新
作
シ
リ
ー
ズ

『
k
e
m
o
n
o
m
i
c
h
i

（
け
も
の
み
ち
）』を
県
内
で
初
展

示
。縄
文
の
は
る
か
昔
か
ら
現
在

ま
で
こ
の
地
に
連
綿
と
繋
が
る
命

の
姿
と
土
地
の
記
憶
を
ご
紹
介

し
ま
す
。ま
た
八
ヶ
岳
周
辺
で
撮

影
さ
れ
た
新
作「
y
a
b
u
」を

初
公
開
し
ま
す
。

　

小
林
紀

晴
さ
ん
に

よ
る
写
真

の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や

ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
も

開
催
予
定

で
す
。

会
期
●
9
月
16
日
月
ま
で

入
館
料
●
大
人
5
0
0
円
・
小

中
学
生
2
5
0
円（
諏
訪
6
市

町
村
の
小
中
学
生
は
無
料
）

※
本
展
覧
会
は
宝
く
じ
の
助
成

金
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
『
家
庭
犬
し
つ
け
方
教

室
』へ
の
一
般
家
庭
犬
の
参
加
を

募
集
し
ま
す
。

開
催
日
時
●（
全
７
回 

日
曜
日
） 

　

９
月
8
日
〜
10
月
20
日　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

会
場
●
１
回
目　

諏
訪
合
同
庁

舎
講
堂
（
※
学
科
の
た
め
犬
を

同
伴
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。）

日 土金木水火月

7月 8月

 J u l y  t o  A u g u s t

　   15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

■原村診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日、8/14・15・16

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■中央公民館［☎79-7940］
土曜日、日曜日、祝日（施設利用は可）

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、7/17、8/15（夜間）

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、7/16・26

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
無休

■もみの湯［☎74-2911］
7/17

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教
室

問
社
会
体
育
館

 

☎
79
‐
4
9
2
2
（
直
通
）

問
農
林
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

　

☎
79
‐
7
9
2
9
（
直
通
）

原
村
よ
い
し
ょ
ま
つ
り

募
　
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生

問
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
58
‐
2
3
3
2

放送大学ホームページ
http://www.ouj.ac.jp

問
長
野
県
岡
谷
技
術
専
門
校

　

☎
22
‐
2
1
6
5

諏
訪
看
祭

問
諏
訪
中
央
病
院
看
護
専
門
学
校

　

☎
73
‐
8
8
0
8

家
庭
犬
し
つ
け
方
教
室

問
・
■
■
■
動
物
愛
護
会
諏
訪

支
部
（
諏
訪
保
健
福
祉
事
務
所
内
）

〒
3
9
2
‐
8
6
0
1

諏
訪
市
上
川
1
‐
1
6
4
4
‐
1
0

　

☎
23
‐
5
9
9
8

申
込
先

八
ヶ
岳
原
村
高
原
朝
市

問
原
村
高
原
朝
市
実
行
委
員
会

☎
0
9
0
‐
9
3
5
7
‐
8
2
4
8

２
回
目
以
降　

 

諏
訪
合
同
庁
舎

駐
車
場
（
※
犬
を
同
伴
し
て
く

だ
さ
い
）

参
加
条
件
●
登
録
・
法
定
ワ
ク

チ
ン
を
済
ま
せ
た
犬
。発
情
中

の
場
合
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

募
集
頭
数
●
約
30
頭（
先
着
順
）

費
用
●
参
加
費
２
，０
０
０
円
、

テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円
、動
物
愛

護
会
年
会
費 

１
，
０
０
０
円（
会

員
は
不
要
）、
首
輪
・
リ
ー
ド
代

（
手
持
ち
の
場
合
は
不
要
）

応
募
締
切
●
８
月
30
日
金

申
込
方
法
●
は
が
き
又
は
電
話

で
、お
申
込
み
く
だ
さ
い
。は
が
き

の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
犬
の（
名
前
・
年
齢
・
性
別
）・

犬
種
・
特
徴（
引
っ
張
る
・
吠
え
る
・

咬
む
・
臆
病
・
ト
イ
レ
が
で
き
な

い
等
）を
記
入
の
う
え
、郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
度
10
月
入
学
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

※
資
料
を
無
料
で
お
送
り
し
ま

す
。詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間
●
8
月
31
日
土
ま
で

　

岡
谷
技
術
専
門
校
で
は
、訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
●
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方
で
、

全
訓
練
日
程
を
受
講
で
き
る
方
。

応
募
方
法
●「
入
校
願
」・「
事
前

調
査
票
」を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
料
●
無
料（
た
だ
し
、テ
キ

ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

■
介
護
人
材
育
成
科

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
資
格

を
取
得
し
て
介
護
職
へ
の
就
職
を

目
指
し
ま
す
。

募
集
期
限
●
８
月
５
日
月

定
員
●
20
名

選
考
日
●
8
月
8
日
木

訓
練
期
間
●
9
月
3
日
火
〜
12

月
27
日
金

訓
練
会
場
●
学
び
処
和
が
家

（
岡
谷
市
）

■
電
子
制
御
コ
ー
ス

　

機
械
装
置
の
制
御
に
必
要
な
、

電
気
・
電
子
理
論
、シ
ー
ケ
ン
ス

制
御
、電
子
回
路
組
立
て
、マ
イ

コ
ン
制
御
等
の
制
御
技
術
と
、３

次
元
C
A
D
等
の
付
加
技
術
を

学
び
ま
す
。

募
集
期
間
●

第
１
回 

7
月
29
日
月
ま
で

第
２
回 

８
月
14
日
水

                        

〜
9
月
4
日
水

※
第
１
回
募
集
で
定
員
に
達
し

た
場
合
、第
２
回
募
集
は
行
い
ま

せ
ん
。

定
員
●
10
名

選
考
日
●
第
１
回 

8
月
5
日
月

              

第
2
回 

9
月
11
日
水

訓
練
期
間
●
9
月
26
日
木
〜
平

成
26
年
3
月
14
日
金

　

暴
力
団
を
許
さ
な
い
、暴
力
団

を
排
除
す
る
意
識
へ
の
高
揚
を
訴

え
る
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し

ま
す
。

要
領
●
○
ポ
ス
タ
ー
：
Ｂ
３
判

画
用
紙（
裏
に
氏
名
明
記
）

○
標
語
：
メ
ー
ル
・
は
が
き
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
何
点
で
も

応
募
締
切
●
９
月
2
日
月（
当

日
消
印
有
効
）

※
作
品
に
は
必
ず
住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
、年
齢

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先
●
〒
3
8
0
‐
8
5
1
0

長
野
市
南
長
野
幅
下
６
９
２
‐
2

（
公
財
）長
野
県
暴
力
追
放
県
民

セ
ン
タ
ー

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
2
6
‐
2
3
3
‐
3
7
4
1

※
Ｅ
メ
ー
ル
は
欄
外
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
３
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
の
高
齢
者
作
品
展
に
出
展
す

る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
●
県
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

部
門
●
日
本
画
、洋
画
、彫
刻
、手

工
芸
、書
、写
真

応
募
締
切
●
８
月
30
日
金

申
込
方
法
●
長
野
県
高
齢
者
作

品
展
出
品
票
（
所
定
用
紙
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
健
康
づ
く
り
係
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
募
集
案

内
及
び
出
品
票
も
健
康
づ
く
り

係
で
お
渡
し
し
ま
す
。）

※
出
品
規
格
等
の
詳
細
は
「
募
集

案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

し
お
じ
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
社
会
人
へ
の

準
備
と
し
て
、
基
礎
知
識
を
学

び
、
実
際
の
職
場
で
働
く
体
験
を

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

受
講
資
格
●
15
歳
〜
39
歳
ま
で

の
方
。転
職
希
望
者
や
学
生
も
参

加
で
き
ま
す
。

費
用
●
無
料
（
実
習
を
希
望
す
る

場
合
は
、
保
険
代
１
９
７
０
円
が

必
要
で
す
。）

※
受
講
前
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
と
の
相
談
を
行
い
ま

す
。

■
知
識
編（
座
学
）

　

対
人
術
や
社
会
の
マ
ナ
ー
、面

接
対
策
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時
●

　

７
月
30
日
火
〜
8
月
2
日
金

　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
5
時

会
場
●

　

塩
尻
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

応
募
締
切
●
７
月
26
日
金

■
実
習
編（
職
場
体
験
）

　

介
護
、福
祉
、サ
ー
ビ
ス
、管
理

な
ど
の
職
場
で
実
習
を
行
い
ま

す
。

期
間
●
７
月
16
日
火
〜
9
月
27

日
金
の
う
ち
3
日
〜
20
日
間

※
実
習
先
の
休
日
等
に
よ
り
、
希

望
に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

応
募
締
切
●

　
　
　
　

希
望
日
の
2
週
間
前

暴力団追放運動標語送付先アドレス
boutsui@mx2.avis.ne.jp

暴
力
団
追
放
運
動

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

問
長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
6
‐
2
3
5
‐
2
1
4
0

信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

高
齢
者
作
品
展
出
展
者

小
林
紀
晴
写
真
展

山
人
の
記
憶

問
八
ヶ
岳
美
術
館

　

☎
74
‐
2
7
0
1

岡
谷
技
術
専
門
校

訓
練
生

就
職
に
向
け
た
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ミ
ナ
ー

問
し
お
じ
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
0
2
6
3
‐
54
‐
6
1
5
5

問
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
6
‐
2
2
6
‐
3
7
4
1
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カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

も
に
、同
地
域
の
住
民
と
友
好
親

善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

参
加
費
●
９
万
円

※
日
程
等
の
詳
細
は
、日
本
遺
族

会
事
業
課
事
業
係
（
☎

0
3
‐
3
2
6
1
‐
5
5
2
1
）へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

終
戦
後
に
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
た
方
々
が
、税
関
な
ど
に

預
け
た
通
貨
や
証
券
等
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。お
心
当
た
り
の

方（
ご
家
族
で
も
構
い
ま
せ
ん
）

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
管
対
象
●

○
上
陸
地
の
税
関
、海
運
局
に
預

　

け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
等

○
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本

　

人
自
治
会
等
に
預
け
ら
れ
た

　

通
貨
・
証
券
等
の
う
ち
、そ
の

　

後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　　

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
は
5
億
円
！

　

１
等
3
億
円
、前
後
賞
1
億

円
！
2
0
0
0
万
サ
マ
ー
も
同

時
発
売
。

発
売
期
間
●
8
月
2
日
金
ま
で

抽
せ
ん
日
●
８
月
13
日
火

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

社
会
体
育
館

　
　
　
　
☎
7
9‐4
9
2
2

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
7
／
19
金　

○
7
／
26
金

　

○
8
／
2
金　

○
8
／
9
金

　

午
後
６
時
30
分

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
7
／
20
土　

○
7
／
27
土

　

○
8
／
3
土　

○
8
／
10
土

　

午
後
６
時

■
教
育
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

○
7
／
22
月　

○
7
／
23
火

　

○
7
／
24
水　

○
7
／
25
木

　

午
後
７
時　

小
学
校
校
庭

■
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

　

○
7
／
25
木  

午
後
７
時
30
分

■
利
用
者
会
議

　

○
8
／
9
金  

午
後
７
時
30
分

■
野
球
選
手
権
大
会

　

○
8
／
15
木　

午
前
7
時

　

中
新
田
農
村
広
場
他

中
央
公
民
館

　
　
　
　
☎
7
9‐7
9
4
0

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
⑤

　

○
7
／
17
水　

午
前
10
時

■
ふ
れ
あ
い
学
級
④

　

○
7
／
18
木  

午
後
１
時
30
分

　

八
ヶ
岳
美
術
館

■
八
ヶ
岳
を
楽
し
も
う

　

○
7
／
19
金

■
魚
の
つ
か
み
捕
り

　

○
7
／
27
土  

午
後
１
時
30
分

　

保
育
所
南
阿
久
川

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　

③
7
／
30
火   

④
8
／
2
金

　

⑤
8
／
8
木   

⑥
8
／
9
金

　

午
前
9
時
30
分

■
夏
休
み
映
画
会

　

○
8
／
1
木　

午
前
10
時

　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
②

　

○
8
／
12
月  

　

午
後
１
時
30
分
・
午
後
7
時
30
分

　

平
成
26
年
4
月
1
日
採
用
の

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
●
看
護
師
・
助
産
師
・
介
護

福
祉
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴

覚
士
・
診
療
放
射
線
技
師
・
臨
床

工
学
技
士
・
視
能
訓
練
士

試
験
会
場
●
諏
訪
中
央
病
院

※
受
験
資
格
、募
集
期
間
、試
験

日
、試
験
内
容
、提
出
書
類
は
職

種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

樅
の
木
荘
北
側
の
原
村
郷
土

館
を
、
夏
季

の
間
開
館
し

ま
す
。　

　

な
つ
か
し

い
生
活
用

具
・
養
蚕
用

具
等
を
、
展

示
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ぼ
ろ
機
織
も
体
験
で
き
、

織
っ
た
布
は
、
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
持
ち
帰
る
場
合
は
、

材
料
代
が
か
か
り
ま
す
）

開
館
期
間
●

　

７
月
14
日
日
〜
９
月
29
日
日

※
た
だ
し
、
毎
週
月
曜
日
は
休
館

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
火
曜

日
休
館
）

※
９
月
は
、
土
・
日
曜
日
と
祝
日

の
み
開
館

開
館
時
間
●
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

入
館
料
●
無
料

　

村
内
の
商
工
業
を
活
性
化
し
、

経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
施

設
・
設
備
等
の
整
備
に
必
要
な

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
●
村
内
に
事
業
所
を
有

し
、３
年
以
上
営
業
し
て
い
る
方

対
象
事
業
●
生
産
向
上
に
直
接

つ
な
が
る
施
設
・
設
備

※
生
産
又
は
営
業
の
た
め
に
直

接
使
用
す
る
施
設
や
設
備
で
あ

り
、社
員
等
の
厚
生
施
設
や
事
務

所
は
対
象
外

対
象
費
用
・
補
助
率
●

①
店
舗
・
工
場
棟
・
宿
泊
棟
の

新
築
又
は
増
改
築
に
か
か
る
費
用

心配ごと相談・結婚相談所　問☎79-7228
◇場所／老人憩いの家1階
◇時間／午後１時30分～午後６時
◇日程・担当／　
 ・7月21日（日） 
   五味勇吉相談員、小平きく代相談員 
 ・8月4日（日）
   森陽一相談員、堀内加代子相談員

国民年金出張相談会　問☎23-3661
◇日時／８月７日（水）
　　　　午前10時～午後3時
◇場所／富士見町役場
◇担当／岡谷年金事務所職員

税務相談所　問予約☎28-6666
◇日時／８月７日（水）
　　　　午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の
　　　　税理士
　※事前に電話でお申し込みください。

交通事故巡回相談　問予約☎57-2902
◇日時／８月８日（木）
　　　　午前10時～午後３時
◇場所／諏訪地方事務所
◇担当／長野県交通事故相談所松本相談所
　　　　の交通事故相談員

・
新
築　

事
業
費
の
5
%
以
内

　
　
　
　
（
限
度
額
50
万
円
）

・
増
築
及
び
改
築  

　
　
　
　

事
業
費
の
5
%
以
内

　
　
　
　
（
限
度
額
25
万
円
）

※
村
内
に
建
設
さ
れ
る
も
の
で
、

か
つ
維
持
・
修
繕
工
事
で
は
な
い

こ
と

②
償
却
資
産
の
更
新
又
は
新
規

導
入
に
か
か
る
費
用

　

3
%
以
内（
限
度
額
10
万
円
）

※
償
却
資
産
と
は
、
地
方
税
法

3
4
1
条
第
4
号
に
規
定
さ
れ

て
い
る
も
の
（
20
万
円
以
上
で
村

内
に
設
備
さ
れ
る
も
の
。自
動

車
・
テ
レ
ビ
は
対
象
外
。た
だ
し
、

グ
レ
ー
ダ
ー
、
冷
凍
車
、
バ
ス
等

営
業
用
と
し
て
使
用
さ
れ
る
も

の
を
除
く
）

③
製
品
の
研
究
・
開
発
に
か
か

る
費
用　
　

限
度
額
20
万
円

④
I
S
O
（
国
際
標
準
化
機
構
）

等
、規
格
取
得
に
要
し
た
費
用

　

50
%
以
内（
限
度
額
50
万
円
）

※
規
格
取
得
後
、そ
の
要
し
た
経

費
が
対
象
。

　

県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
新
築

住
宅
助
成
金
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。　　

■
信
州
型
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

助
成
額
●
工
事
費
の
20
％（
限
度

額
30
万
円
）

対
象
工
事
●
県
産
材
を
使
用
す

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

対
象
住
宅
●
申
請
者
が
居
住
又

は
所
有
す
る
住
宅

■
ふ
る
さ
と
信
州
・

　
　
　
　
環
の
住
ま
い
助
成
金

助
成
額
●
50
万
円（
基
本
型
）又

は
80
万
円（
低
炭
素
認
定
型
）

対
象
者
●
県
産
材
を
活
用
し
た

エ
コ
住
宅「
ふ
る
さ
と
信
州
・
環
の

住
ま
い
」の
認
定
を
受
け
た
住
宅

を
県
内
に
新
築
又
は
購
入
す
る

方募
集
件
数
●
約
2
0
0
件

※
村
や
そ
の
他
の
補
助
金
と
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
（
財
）日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。同
事
業
は
、厚
生
労
働
省
か

ら
委
託
・
補
助
を
受
け
実
施
し
て

お
り
、先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く

し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域

を
訪
れ
、慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と

問
教
育
課
文
化
財
係

　
☎
79
‐
7
9
3
0
（
直
通
）

原
村
商
工
業
活
性
化
補
助
金

問
農
林
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

　
☎
79
‐
7
9
2
9
（
直
通
）

諏訪中央病院ホームページ
http://www.suwachuo.jp/

諏
訪
中
央
病
院
職
員

問
諏
訪
中
央
病
院
総
務
課
庶
務
係

☎
72
‐
1
0
0
0
（
内
線
5
5
3
）

　　

原
小
学
校
校
庭
の
２
本
の
欅
の

大
木
の
一
方
が
、幹
の
部
分
枯
死

が
進
み
、こ
の
儘
で
は
枝
の
重
み
に

耐
え
き
れ
ず
倒
伏
の
危
険
が
あ
り
、

児
童
の
安
全
を
考
え
れ
ば
止
む
を

得
な
い
処
置
と
し
て
、５
月
11
・
12

日
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。学
校
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
り
、児
童
や
保
護
者
、

村
人
の
気
持
を
思
え
ば
何
と
か
残

し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、ま
ま
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
根
元
伐
採
で
は
な
く

５
㍍
程
の
幹
を
残
せ
、小
枝
も
多

少
つ
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、今
後
の

回
復
力
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。こ
の
枯
死
は
幹
の
一
部
が
数
年

前
か
ら
進
み
始
め
、樹
木
医
に
も

診
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、有
効
な

対
策
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。原

因
は
校
庭
拡
張
の
為
、根
の
近
く

ま
で
土
を
取
っ
て
、根
も
伐
り
取
っ

た
故
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
枯
死
し
た
部
分
を
剥
ぎ
取

り
、腐
敗
が
進
ま
な
い
様
に
薬
剤

を
塗
布
し
、根
元
も
踏
み
つ
け
な

い
様
に
保
護
し
て
行
く
つ
も
り
で

す
。

　

こ
の
木
の
樹
齢
で
す
が
伐
っ
た

大
枝
を
児
童
が
数
え
て
み
た
所
、

約
１
１
０
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

原
尋
常
高
等
小
学
校
が
現
在
地
に

移
っ
た
の
は
、大
正
９（
１
９
２

０
）年
で
す
か
ら
93
年
前
の
こ
と

に
な
り
ま
す
。少
な
く
と
も
17
生

の
苗
を
植
え
た
の
で
し
ょ
う
。大
正

11
年
の
校
庭
写
真
で
も
該
樹
は
相

当
大
き
な
姿
に
写
っ
て
い
ま
す
。

　

欅
を
２
本
植
え
た
の
は
、対
を

尊
ぶ
中
華
思
想
の
影
響
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。そ
う
言
え
ば
校

是
友
愛
の
彫
刻（
原
村
文
化
財
）も

中
国
は
司
馬
温
公
の
甕
割
の
故
事

に
よ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、当
時
原
村

で
は
中
華
思
想
を
規
範
と
崇
め
て

い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

所
で
大
樹
の
尊
さ
に
つ
い
て
原

中
学
校
長
で
あ
っ
た
笹
岡
千
佐
夫

先
生
は
、館
報
は
ら
66
号（
昭
45
・

12
・
８
）で「
…
学
校
に
は
樹
木
を

ほ
し
い
。樹
木
の
な
い
学
校
は
、落

ち
つ
け
な
く
、深
さ
が
な
く
、ど
う

し
て
も
人
を
育
て
る
場
と
は
思
え

な
い
。…
」と
大
樹
の
効
用
を
説
い

て
お
ら
れ
ま
す
。原
小
学
校
で
は

平
成
の
頃
か
ら
校
是
に「
欅
の
心
」

を
加
え
て
、そ
の
生
命
力
と
大
ら

か
さ
と
奥
深
さ
で
人
間
形
成
の
教

範
に
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

姿
は
変
わ
っ
て
も
欅
は「
何
か
」

を
教
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。今

後
も
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

原
村
長　

清
水　

澄

C OL UMN

高
原
の
風

村
長
き
よ
し
の

２３

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

■
■
■申

込
先
長
野
県
遺
族
会

☎
0
2
6
‐
2
2
8
‐
0
3
3
4

長
野
県
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
・
新
築
住
宅
助
成
金

問
諏
訪
地
方
事
務
所
建
築
課

　
☎
57
‐
2
9
2
3

募　

集

見
て
触
っ
て
体
験
し
て

『
原
村
郷
土
館
』
開
館

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

引
揚
者
か
ら
お
預
か
り
し
た

通
貨
・
証
券
等
の
返
還

問
財
務
省
名
古
屋
税
関

☎
0
5
2
‐
6
5
4
‐
4
0
6
0

け
や
き

ま
ま
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第
1
5
6
回「
村
長
と
話
し
合

う
日
」を
行
い
ま
す
。希
望
者
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
7
月
19
日
金

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
6
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ

そ
事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合

の
つ
く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

平
成
26
年
4
月
採
用
の
原
村

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
／【
一
般
職
】事
務
・
社
会

福
祉
士

■
試
験
区
分
／【
一
般
職
】事
務

＝
上
級（
大
学
卒
業
程
度
）・
中
級

（
短
大
卒
業
程
度
）・
初
級（
高
校

卒
業
程
度
）、【
一
般
職
】社
会
福

金
」は
、多
く
の
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
よ
り
村
内
で
44
万

3
7
8
7
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
募
金
は
全
額
、諏
訪
地

域
森
林
づ
く
り
・
林
業
振
興
会
を

通
じ
、（
財
）長
野
県
緑
の
基
金
へ

送
ら
れ
、公
共
施
設
へ
の
緑
化
木

配
布
や
各
植
樹
祭
・
育
樹
祭
の
開

催
な
ど
地
域
の
緑
化
推
進
、森
林

整
備
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

人
目
に
つ
き
に
く
い
山
林
や

河
川
な
ど
へ
廃
棄
物
を
不
法
に

投
棄
す
る
行
為
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

祉
士
＝
上
級（
大
学
卒
業
程
度
）

■
受
験
資
格
／
昭
和
53
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
。た
だ

し
、一
般
職（
事
務
）初
級
は
、平
成

4
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
。一
般
職（
社
会
福
祉
士
）は
、

そ
の
資
格
を
有
す
る
方
、又
は
、平

成
26
年
春
に
取
得
見
込
み
の
方
。

■
採
用
予
定
人
員
／
一
般
職（
事

務
）は
4
名
程
度
、一
般
職（
社
会

福
祉
士
）は
1
名
程
度
。

■
試
験
日
／
９
月
22
日
日

■
試
験
会
場
／
原
村
役
場

■
願
書
受
付
期
間
／

　

8
月
5
日
月
〜
８
月
23
日
金

■
そ
の
他
／
詳
し
く
は
、村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

保
育
所
や
幼
稚
園
に
行
く
前

の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
、保

護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。担
当
者
が
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
７
月
の
開
設
日

　

18
日
木
、19
日
金（
お
楽
し
み
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
）、

　

23
日
火
、25
日
木
、30
日
火

■
８
月
の
開
設
日 

　

１
日
木
、2
日
金
、6
日
火
、

　

8
日
木
、9
日
金

■
開
設
時
間
／

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
図
書
館
２
階
会
議
室

　

村
内
の
空
間
放
射
線
量
を
隔

月
測
定
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
４
月
か
ら
５
月
に
か

け
て
実
施
し
ま
し
た「
緑
の
募

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内232）
　　　　　　 ★災害時連絡先
　企画係 ☎79-7942
　村づくり係 ☎79-7922
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

村
長
と
話
し
合
う
日

問
・
■
■
■
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

申
込
先

　

不
法
投
棄
は
、景
観
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、自
然
環
境
や
生
活

環
境
へ
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。不
法
投
棄
を

し
た
場
合
は
、撤
去
を
求
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、次
の
と
お
り
重
い

刑
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

○
個
人
は
５
年
以
下
の
懲
役
、１

千
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
こ

の
併
科

○
法
人
は
３
億
円
以
下
の
罰
金

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

農
薬
と
思
わ
れ
る
汚
水
が
池

に
混
入
し
、鯉
が
死
ん
で
し
ま
う

と
い
う
被
害
が
村
内
で
発
生
し

て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　

　

農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、残
液

や
洗
浄
水
が
河
川
や
水
路
へ
流

出
し
な
い
よ
う
に
、農
薬
を
適
正

に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。被
害
を

出
さ
な
い
た
め
に
、ま
た
美
し
い

自
然
環
境
を
守
り
未
来
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。　　

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

2013  07

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、
　　　 7／16（火）、7／26（金）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

青い花
辺見庸（角川書店）

眼前に広がる不可思議でまがま
がしい光景と男の回想、先の戦争
をめぐる史実の交錯。鉄路をさま
よう一人の男の独白で語られる、
辺見庸１８年ぶりの深化した小
説世界。

情に生きる日本人
中西進（ウェッジ）

傷ついた麻之助を癒すのは、時間
という薬･･。恋女房のお寿ずを亡
くし、放心と傷心の日々に沈む麻
之助。親友たちの助けで、少しず
つ心身を回復させてゆく。感動の
シリーズ。

日本人とはなんと包容力ある「情」
をもつ民族であったか。自然、生
活、思想、芸術など、日本の伝統あ
るいは広く日本的なるものに深く
かかわってきた「情」をめぐる日本
精神史。

広島出身の女優、綾瀬はるかが、
広島、長崎の被爆者や、沖縄戦
の関係者らのもとを訪ね聞いた
戦争の記録。ＴＢＳテレビ「ヒロ
シマ」「ＮＥＷＳ23クロス」シリ
ーズを書籍化。

むらの英雄
渡辺茂男文 西村繁男絵（瑞雲社）

昔、ある村の１２人の男たちが、
粉をひいてもらうために町へ行っ
た。帰り道、1人が仲間を数えた
が、自分を数えるのを忘れていた
ので１１人しかいなかった。誰か
がヒョウにやられたと思い込む男
たち。さて、それからどうなった？

★ボランティアグループ“やまんば”によるおはなし会
　日時／7月24日（水）午後4時～
　内容／絵本の読み聞かせなど
　場所／図書館2階
　　※どなたでも自由に参加できます。
　　お友達をさそって、大勢おでかけください。
★夏休み図書館講座
  「野鳥観察会と鳥の巣箱・うぐいす笛をつくろう」
　日時／8月7日（水）午後1時30分～
　場所／図書館2階
　講師／原小学校　牛山寿宏先生
　※申し込みが必要となります。
　　詳しくは図書館（電話70－1500）まで。

図書館からのお知らせ

一鉢でもしっかり育ち、たっぷり収
穫できるハーブ栽培のハウツー
と、毎日の生活で活躍するアイデ
ア＆レシピをビギナーにもわかり
やすく解説する。ハーブ図鑑も収
録。

児童図書

ときぐすり
畠中恵（文藝春秋）

○空間放射線量測定結果（測定日　6月20日）　
●放射線量単位：μＳｖ（マイクロシーベルト）/ｈ（時間）

原小学校  校庭

原中学校  校庭

中新田  畑

八ヶ岳自然文化園
科学館入口

午前9時02分～

午前9時37分～

午前10時15分～

午前10時34分～

曇

曇

曇

曇

放射線量（μＳｖ/ｈ）

地上1ｍ

0.08

0.08

0.06

0.07

地上0.5ｍ

0.08

0.08

―

―

地表

0.08

0.08

―

―

測定地点 測定時刻 天候

※測定結果は、国際放射線防護委員会の基準０．１９μＳｖ／ｈを下回る健康に影響のない値でした。

村
内
の
空
間
放
射

線
量
測
定
結
果

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
2
）

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

役
場
職
員
募
集

緑
の
募
金

44
万
３
７
８
７
円

問
農
林
商
工
観
光
課
農
村
整
備
係

　
☎
79
‐
7
9
3
2
（
直
通
）

不
法
投
棄
は
、
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
！

問
・
■
■
■
建
設
水
道
課
環
境
係

　
☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

県
不
法
投
棄
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
0
1
2
0
‐
5
3
0
‐
3
8
6

連
絡
先

農
薬
の
流
出
に
注
意

問
建
設
水
道
課
環
境
係

　
☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

平成２５年８月１日から保険証が新しく
なります。８月からは、桃色の保険証を
お使いください。

新しい保険証は、７月下旬までに送付します。
保険証が届きましたら、住所・氏名などを確認してください。

後期高齢者医療制度被保険者の皆さま

新

○長野県後期高齢者医療広域連合　
　電話０２６－２２９－５３２０

問 ○保健福祉課　医療給付係　
　電話７９－７９２５（直通）

綾瀬はるか「戦争」を聞く
ＴＢＳテレビ『ＮＥＷＳ23』
取材班編（岩波書店）

育てておいしい
まいにちハーブ
ＮＨＫ出版編（ＮＨＫ出版）



原村診療所
区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

　
安藤公二

　
安藤公二  安藤公二

 
安藤公二

午　後
 受付 1：30～
　　  4：45
 診療 2：00～

 
安藤公二

 
奥知久

 
安藤公二

休診
健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦

第②④週
安藤親男

第①③⑤週
須田万勢

13

■今月の納税等
・固定資産税（２期）
・国民健康保険税（普通徴収４期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収４期）
・上下水道使用料（５・６月分）
・介護保険料（普通徴収４期）
納期限・口座振替日……7月31日（水）

■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・7月16日 ・7月23日 ・7月30日 ・8月6日 ・8月13日

収集時間は、各地区により決められた時間となります。
■資源物とごみの収集日

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定箇所に出して下さい。

各地区　指定箇所

資源物

 8月8日（木）

粗大ごみ
 8月26日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 9月2日（月）
  柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原 9月9日（月）

 9月30日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 7月27日（土）

 7月21日（日）
南諏衛生センター 粗大ごみ受入日

▲

午前9：00～正午

毎週水曜日

大久保、柳沢、八ツ手

可燃ごみ

毎週月・木曜日

毎週火・金曜日

毎週水・土曜日

払沢、柏木、菖蒲沢、室内

大久保、柳沢、八ツ手、ペンション、原山、農場、中央高原

やつがね、判之木、南原、上里、中新田

2013  07 2013  07

■一般家庭系可燃ごみ排出量（H25.4月～5月）
　※事業系ごみは除いてあります。　　　　　　　　単位：kg

３市町村全体

原村分

一般収集

  2,195,970
　　 195,950

個人持込
182,350
 4,120

焼却移行量

   3,837,110
  　 278,880

率（%）

 100.0
 　7.3

可燃粗大
13,750

 0

１人１日あたりのごみ排出量（ｇ/人/日）
　３市町村全体　797ｇ　　原村　　580ｇ
　　　１人１日300ｇを目標に燃やすごみを減らしましょう。

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談に応じます。

■上水道当番指定店
7月14日（日）～7月20日（土）
7月21日（日）～7月27日（土）
7月28日（日）～8月3日（土）
8月4日（日）～8月10日（土）
8月11日（日）～8月17日（土）

☎79-5730
☎79-2421
☎79-2536
☎79-5720
☎79-5730

㈲森山建設
㈲篠原鉄工建設
㈱宮坂建設
南部建設㈱
㈲森山建設

対象：村内在住の65歳以上の方
　　　※ただし、医療機関・職場でレントゲン撮影を受けない方

胸部レントゲン撮影
　　　　　　　　　　　　　　　

7月16日（火）
受 付 時 間

 9時40分～ 9時50分

10時45分～10時55分 

11時15分～11時25分

11時40分～11時50分

13時40分～13時50分

14時10分～14時20分

14時50分～15時10分

会 　 場

上里公民館

やつがね公民館

判之木公民館

南原公民館

室内公民館

菖蒲沢公民館

柏木公民館

7月17日（水）

 8時40分～ 9時40分

10時00分～10時10分

10時40分～11時00分

11時25分～11時50分

13時30分～13時50分

14時20分～15時20分

15時40分～16時10分

保健センター

大久保公民館

柳沢公民館

八ツ手公民館

もみの木荘

中新田公民館

払沢公民館

受 付 時 間 会 　 場

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

12

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

熱
中
症
と
は
、
高
温
環
境
下
で
、
体
内
の
水
分
や
塩

分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
調
整
機
能
が
働
か
な
く

な
る
な
ど
し
て
発
症
す
る
障
害
の
総
症
と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

症
状
と
し
て
は
軽
度
で
は
め
ま
い
、
失
神
、
筋
肉
痛
、

大
量
の
汗
な
ど
。中
度
で
は
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
気

分
不
快
、
虚
脱
感
な
ど
。重
度
に
な
る
と
意
識
障
害
や

け
い
れ
ん
、高
体
温
な
ど
が
お
こ
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
り
熱
中
症
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。平
成
24
年
度
、
全
国
で
約
４
万
５
０

０
０
人
が
熱
中
症
（
あ
る
い
は
そ
の
疑
い
）
で
救
急
搬

送
さ
れ
、
冷
涼
な
長
野
県
で
す
ら
も
同
様
に
約
７
０
０

人
が
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
防
方
法
で
す
。ま
ず
、
こ
ま
め
に
水
分
や
塩
分
を

摂
り
ま
し
ょ
う
。屋
外
で
あ
れ
ば
、
通
気
の
良
い
服
装

で
必
ず
帽
子
を
か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。ま
た
、
適
宜
日
陰

で
休
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

炎
天
下
の
屋
外
で
発
症
す
る
場
合
が
多
い
の
で
す

が
、
高
温
多
湿
の
条
件
下
で
は
屋
内
で
も
発
症
し
ま

す
。暑
い
日
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
の
作
業
時
に
も

注
意
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
本
年
よ
り
環
境
省
が
熱
中
症
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
ま
す
。地
域
ご
と
に
細
か
く

設
定
で
き
、携
帯
電
話
か
ら
も
登
録
で
き
ま
す
。

　

環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.w
bgt.env.go.jp/

）を
ご
参
照
の
上
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

    

保
健
福
祉
課
保
健
師　

舟
橋
岳
示

タコライス　レシピ98

☆つくりかた

①玉ねぎ、ピーマンはみじん切り。レタスは千
切り。ミニトマトは2～4等分に切っておく。

②フライパンに油を熱し、玉ねぎとピーマンを
しんなりするまで炒める。
③ひき肉を加え、火が通ったら、Ａを入れて
煮詰める。
④温かいご飯を器に盛り、ひき肉、レタス、ミ
ニトマト、チーズを盛り付ける。

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀２２９９-１
・診療日及び診療時間／毎日午後７時～午後９時
・診療科目／小児科（けがは除く・中学生以下）
・お問い合わせ … ☎５４-４６９９（よるきゅうきゅう）
※受診の際は、事前に電話で症状を伝えた上で、
　お越しください。

■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

7月15日㊗

期　日 医　科 薬　局
細田眼科医院
☎71-2727

てらさわ薬局
☎78-7851

7月21日日 ともみ内科医院
☎82-0424

笠原薬局
☎72-2028

7月28日日 ちのメンタルクリニック
☎82-8277

上原ファミリー薬局
☎73-7177

8月4日日 フジモリ薬局はら店
☎79-5751

中新田診療所
☎70-1331

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始、8月14日・15日・16日
 　》問い合わせ先：☎７９-２７１６（直通）

■原村地域包括支援センター
  ６５歳以上の方の総合相談窓口
　本人、ご家族などどなたからの相談にも応じます。
　また、本人を中心に生活全般の課題解決に向け支援します。
（例：生活、からだ、健康、介護、認知症、虐待、悪質商法、財産管理）
・場所：老人保健施設　さくらの
・電話：７０－１２００
・受付時間：月～金曜日　午前８時３０分～午後５時
　　　　　　第１・４土曜日　午前８時３０分～午後０時３０分
　　　　　　※電話は２４時間受け付けています。

会場 保健センター2階　受付 午後1時～午後1時15分
　　　　　　　　　　　

教室・学級

○四種混合

○三種混合

○ＢＣＧ

予防接種　会場 地域福祉センター　受付 午後1時15分～午後1時30分
※ＢＣＧは午後1時10分～1時20分受付

7月22日（月） 対象：H25年2月生～

8月  5日（月） 対象：7歳半～H24年5月生

8月  7日（水） 対象：H25年2月生

7月25日（木）　希望者（要予約）
午後1時15分～午後1時30分受付 
保健センター2階

8月1日（木）　H24年８・９月生対象
午前9時45分～午前10時受付　
中央公民館

○母乳学級
　2か月児相談

○離乳食教室
　11・12か月コース

検診・健診

7月26日（金）　H23年12月、H24年1月生対象　○１歳半検診

7月30日（火）　H24年9・12、H25年3月生対象　○乳児健診

8月11日日 ヨコイ眼科
☎72-2316

オギノSCフジモリ薬局
☎71-2578

8月14日水 茅野土屋薬局
☎71-2122

諏訪中央病院
☎72-1000

暑い夏に食欲が出る一品です。

8月15日木 諏訪中央病院
☎72-1000

リジョイス茅野薬局
☎82-1991

8月16日金 わかば薬局
☎82-4108

諏訪中央病院
☎72-1000

★材料（４人分）
ごはん .......................800ｇ
合挽き肉....................200ｇ
玉ねぎ .......................1/2個
ピーマン....................1個
サラダ油....................小さじ1

ケチャップ................大さじ4
ウスターソース.........大さじ2
カレー粉....................小さじ1
しお...........................少々
こしょう....................少々

レタス .......................適量
ミニトマト................12個
ピザ用チーズ.............80ｇ

{Ａ
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学校林づくり植林完了

　5月23日に、原小学校4年生が学校林の植林作業を
行いました。この植林作業は、平成20年から毎年
行っており、約600本の苗木を植え、今回で植林作
業をほぼ完了しました。児童たちは、コナラ、ミズナ
ラ、トチの木、ケヤキの苗木の中から好きなものを
選び、穴を掘って植えていました。今後は、下草刈り
などを行い、成長を見守っていくということです。

こひつじ幼稚園　春を満喫

　こひつじ幼稚園の園児たちが、ヨモギ団子作りや
田植えで春の味覚や作業を体験しました。
　5月30日には、散歩の際に摘んだヨモギを使って
ヨモギもちを作り、春を味わいました。園児たちは、
すり鉢とすりこぎを使いご飯をつぶし、茹でたヨモ
ギなどと混ぜ、手で丸めて団子を作りました。

　5月17日に、原村保育所の遠足が行なわれました。
年長は親子遠足、年中は払沢の農村広場、年少は原
小学校の校庭、未満児は原消防署へでかけました。
　この日は天候にも恵まれ、春の暖かい日差しの下、
園児たちはそれぞれの目的地で元気いっぱいに遊ん
でいました。

保育所　春の遠足

宮城県知事から感謝状

　東日本大震災の被災地への村職員の派遣に対し、
宮城県知事から感謝状が贈られました。平成24年4
月から半年間、宮城県南三陸町で固定資産税の台
帳整備にあたった齊藤職員は、「お手伝いができて
よかった。」と話していました。

　6月7日には、田植えを行いました。園児たちは、
泥に足をとられながらも苗を丁寧に植えていまし
た。こひつじ幼稚園の米づくりは、盲導犬の育成の
支援を目的に行なわれています。

第29回八ヶ岳開山祭

　6月2日に、阿弥陀岳山頂で第29回八ヶ岳開山祭
が行なわれ、登山者の安全と山の平穏を祈りました。
山頂での式典には、約80名が参加し、登山者の安
全などを祈願する神事や八ヶ岳の遭難事故者への
献花と黙とうなどが行なわれました。参加者は、
「雪山賛歌」を声高らかに歌い、笑顔で記念写真に
納まりました。

健康増進・環境保全
八ッ手区の取り組み

　八ッ手区で村の補助事業や基金の助成を受け、
健康増進や環境保全活動に取り組みました。
　5月11日には、健康増進を目的に３つのウォーキ
ングコースを作り、コースの案内看板を設置しまし
た。この事業は、集落行動計画の一つで、村のおら
ほうの村づくり事業の補助金と健康増進事業の協
力により実施されました。

　6月8日には、高島ボランティア基金助成金を一部
活用し、環境保全事業として河川清掃を行いました。
清掃では、空き缶などのゴミ拾いや倒木の処理など
に区民の皆さんが力を合わせて取り組んでいました。

人権啓発活動講演会
すべての命を大切にする生き方

　6月12日に、村と諏訪地域人権啓発活動ネットワ
ーク協議会による人権啓発活動講演会が開催され
ました。講師の諏訪中央病院名誉院長の鎌田實さ
んが「すべての命を大切にする生き方」をテーマに、
人権について講演しました。鎌田さんは、東日本大
震災の被災地支援について話し、「弱い人、逃げら
れない人への想像力、一人ひとりの生きる権利を見
ていく習慣が大切。相手の身になることが人権を守
る基礎になる。」と話し、また、医学的な面から「人
のために行動すると体に良いホルモンが出る。希望
を持って。」と呼びかけました。
　聴講に訪れた約110名の参加者らは、熱心に耳を
傾け、人権に対する理解を深めていました。
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